
ＯＢ南竜集中ＰＷ 2011 

８期 山村 嘉一 
 

 ３回目のＫＵＷＶＯＢ南竜ＰＷを 7 月 27 日

（水）～29 日（金）に行う事が出来ました。 

参加メンバーは特筆すべき田村御大以下、総

勢 13 名でした。（参加者の年齢を平均すると

おおよそ 66～67 歳でしょうか？） 

田村昭夫（0 期）、吉村弘二（7 期）、穴田昭一

（8 期）、伊豫欣二（8 期）、藤井信晴（8 期）、

山村嘉一（8 期）、谷道正晴（9 期）、鍋島武（9

期）、保田敦（9 期）、山中重夫（9 期）、吉田

幸造（9 期）、山西久美子(13 期)、山西潤一(ご

主人） 

鳥越さんからの依頼により、雨の３日間

の行動（沈澱？）記録のようなものを、ご

く簡単に、それも鍋島さんの記録や保田さ

んのＤＶＤを頼りに書かせて頂きます。 

<７月 27 日> 

 鈍足をスタート時間でカバーしたく、山

村は午前４時前に自宅を出発し、藤井さん、

鍋島さん、吉村さんをピックアップして、

６時半には別当出合から登り始めました。

山村の歩調は皆さんにとってはゆっくり過

ぎたのでしょうが、『ちょうど良いよ』との

優しいお言葉に安心しながら、10 時半過ぎ

に南竜セントラルロッジに到着。早速例に

よってビールで乾杯!! その後、雨がだんだ

ん本降りになる中、参加メンバーが次々と

元気に到着。中でも谷道さんは遥々チブリ

尾根から別山を踏んでの合流でした。 

 まだ雨が降っていない中飯場(7:15)  

 
<７月 28 日> 

 雨！雨！の中、鍋島さんは自分が下りれば

晴れるでしょうと、単独下山。（残念ながら

彼の犠牲的精神は天に通じませんでした。）  
一方、この日に合流する山西夫妻が心配。

おそらく断念しているかもしれないと思う

も、携帯の電波が届かず、連絡の取りよう

がない。とにかく沈澱しているしかないと、

田村御大を中心に話に花が咲き、退屈しま

せんでした。そろそろ今日の宿泊手続きと

ビールの買い出しにと、センターロッジに

向かう途中で、篠突く雨の中をしっかりし

た様子で登ってくる二人連れに出会い、『も

しかして山西さんですか？』の問いに『は

い、そうです』の答え!! 聞くところ、山西
さんの御主人はかなり山をやっておられ、

かつ晴男との由。『今回はよほど強烈な雨男

がいるのだね』とのことでした。 
 28 日夕食前の全員集合(17:05)  

 
<７月 29 日> 

 昨日の夕食後、かすかな陽射しがあり、

天候回復が期待されましたが、残念ながら

今日も雨。6:00 には山荘で朝食を取り、

7:00 には南竜を後にしました。 
 雨と霧の中を下る一行 別当覗(9:00)  

 
 東京方面へ帰る藤井、山中さんが先行し、

本隊は 11:00 頃に別当出合に下山しました。

白峰温泉の総湯のオープン時刻（平日

12:00）にぴったり合わせたように、ゆった

りと湯に浸かり、昼食をとって解散いたし

ました。 

 大変雑駁な報告で申し訳ありませんでし

た。なお、2012 年は性懲りもなく７月 25

日～27 日で行う予定です。是非ご参加を!! 
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